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アマよそ場造成に品要な生育環境条持に関する研究

三河湾三谷町地先における事担i

田 司＊I・芝 修一＊ l・小！II 善明＊ 1 

新井義昭＊ l・鈴木輝明＊ 2 

Research on the Environmental Conditions for Seagrass Bed Creation 
Case Study of Miya, Mikawa Bay, Aichi Prefectur・e,Japan 

Tsul王出aY osHID A* 1. Syuichi SIBA * 1, Y oshiaki Koy AM A* 1 

Yoshiaki A双A1*1,and Teruaki SuzuK1*2 

Abstract 
Seasonal ch註ngesof Zostera marina L. and physical environmεnt factor市s(underwater irradiance, sandy 

bottom quality etc.) werεexamined off Miya in the Mikawa Bay. Aichi Prefecture. from 2000 to 2001 Japan. 

Z. marina forming sむagrassbeds grew densely from Fεbruary to June, and dεdined from July to October. 

While a large number of juv叩 ilesgermi削除dfrom th巴irseed started to appear toward the middle of 

Oct ob日r,and Z. nu1rina符陀wdensely again in the following spring. Most of the Z. marina off Miya was annual同

Vertical distribution ran蕊eof Z. mαrinαbeds were from D.L. + 0.5m to -l.6m d巴pth.From the sit配irradiancε
conditions in the seagrass bed, the deepest bottom of Z. marina possible growth was estimat巴dto be 

D.L.-l.8m明 Thど hightemperature in the summer was thξimportant cause that the Z. marina beds were 

decreased. Surface layer of the bottom was rεductive conditions enough to germinat日.Thesεobsεrvations 

suggest that Z. marina of annual plant requires calm environmental conditions as one of the required suitable 

conditions for successful seagrass bed formation. 

じめ
を調べることを日的とした。

今回，本調査海域におけるアマモ場の諮長動態が明ら

海域の砂花賞の浅所 かとなり，生育や分布を制臨する水温，水中光量；，発芽

には草丈が1～2mとなり，単一種で

を形成し，生物生産の場として，また水繋浄化

の場として重要な役割を知っている G

アマよそ場は，近年，人間活動による

けて，減少あるいは消滅しており九その保全や修復の

取り組みが，潜在，各地で試みられているものの，十分

な成果をあげるには来っていない。

本線f究は，三河湾北洋の藷郡m三谷町地先に分布する
アマモ場を対象にアマその生長様式と藻場の季節的j首長

を明らかにし，アマその生育と分布を制課する環境問子

2003年3月19日受付， 2003年9月3日受理

キ…ワ…ド：アマよそ，海草：藻場，環境要国，生態

条件としての底震や実生株の生残に係る砂麗変動等の環

境条件について興味ある知見を得たので報告する。

2礎調査方法

1) アマモ場の挙鮪的i鰭畏
三河湾，藷都市，三宅子町地先（Fig.I）のアマモ場に

おいて， 2000年4月から2001if:6月まで，ほほ2ヶ月ご

とに，船上からの呂視観祭とスキューパ潜水により，

点A, B, C, Dにおいて0.5m×0.5mの方形枠内の栄

餐株と生殖株の株数，主主丈（海底から最も長い葉の先端

Key words : Zostera mnrina L., Seagrass bed, Environmental factors. Ecolo前
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Research locations in the seagrass bed at 

Miya in Mikawa Bay事

A.:s註江iplin』Zsite of Z. marina plant且andmud五εhtquan叩
t江口1meter was set herで.B: Samp五ngsite of之n制打na
plants and m札制1dsurface meter was set here. C. D : 
Sampling site of Z. mαril附 plants.E, F : Sampling sit日
。fmud. Diagonally p店主tshows the seagras.-; bed area女：
Site of an au柱時bservationNo.1 buoy of institute. 

まで、の長？）をi限定するとともに，アマモの主主主主被度の

広がりを観察し， i菓場び〉水一千および鉛痘の分布状況を把

し

2) アマモ場め璃i露； 
アマよそ場の環境特性を

水中光誌）定質，砂崩変動を

とおりである。

るために，水j込塩分，

した。調査内脊は以下

水池， i註分は，愛知県水産試験場が蹴i隠する藷部沖自

動観測ブイ（ l号，センサーは水深－3ふnの浮動式Fig.

l：女）の2000:$4月から2001:$6月までのデータをm
し、

水中光畿の測定は，定点Jえにメモリ (MPQ 

-1三Fr：測器社製）をD.L.（基本水準酎，以下同様） -0.5m 
と－ I.Omの佼霞に設置して， 2000年4月から2001年 2

月までは 2ャ月ごとに10!1鰐の連続観測， 2001年4月か

ら7月にかけては砥べ3ヶ月の連続観測を行った。いず

れの観測でも10分開ごとに 1秒間隔で5間観測し，その

平均艇を光量子A東密度（μmol/m2/sec）とし，その憧から

日議算光量子東後1主任i中の観lWHi盗の総和，

および泊散係数 (D.L.-0.5111と－ 1.0mとの関）を求めた。

は，藻域内2点（定点A, B）と藻場外2点

E事 F) で， 2000王子4' 6' 8' 10月， 2001年2Hに，
lOcmのコアサンブラ…により海康掛から 30cmの

深ざまでを採泥し， j足色が黒fとした部分を還元経として，

その分布状況を目指観察した。また，海底面から 10c1れ

までをi見合した試料について粒！支組成ヘ全硫イヒ物（ょ

う素滴定法勺， COD（過マンガン殺カリウムによる酸薬会
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Fig.2 Seasonal change of individual me証nshoot 

number of Z. marina. (2000～2001) 
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Fig. 3 Seasonal change of the mean length of 

Z. marina. (2000～2001) 
~.Ve誌etative shoots；翻輔， Seedling shoots ; 
Cコ， Generativeshoots. 

を分析し

砂商変動は，定点 B に議場摺砂、面計（SSM-1 三洋i~IJfi~

社製）を設寵して， 2000年4月から2001年 3月まで 1

間の連続観棋を行》ったむ観測は30分間ごとに 1

5同行い，その平均龍を砂fill高とし

3. 

l) 

企：±
i!it:! 

アマモ壌の季蔀鵠i露畏

2000年4月から2001年6月におけるアマモの方形枠内

(0.25m2, 4定点）の栄養株と生殖株およ

均株数をFig.2，平均苓丈の；季節変化

アマモの栄養株の株数は2000年4月

cm, 6月；こ65株， 7lcmとなり， 8月には40株，

部先端の枯死，流失により26cmとなった。

養株は10月には11株で，主主丈は20cm，この時期，

ら発芽した実生株が50株程境見られ，その主主丈は7cm程

った。栄養株は12丹には 5株となり，新し

し草丈は3lcm，実生株は13株， 12cmとなっ

2001年 2月になると栄養株は21株，

67株， 15cmであった。この時期は分校した地下3さから

新たに芽生えた株が含まれる可能性がある。
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4月には栄養株と実生株の観察による誌別はできなく 5月には95株，

なり，株数は本調査の最大値を示し113株，：草丈は56cm, 6月には48株， 69cmとなった。

は本調査最大｛障の80cmを示した。
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Table l Irradi註neeconditions in the seagrass bed. 

2000 2001 
Avenge 
un 

Surface light quantum(DL. 0.5m) mollぱ／day 18.7 6.9 12.3 3.9 5.2 6.2 11.2 12.7 3.4 8.9 

Bottom light quantum (DL.-lm) mo！／ぱ／day 11.9 3.6 8.6 2 4.6 4.6 9.1 8.3 1.8 6.1 

Light attenuation cofficient m ' 1.2 0.7 1.8 0.5 0.5 0.5 0.9 1.5 1 

Deepest bottom of Z.marina possible growt(D.L.m）市－4.2 1.1 2.5 0.7 1.3 -0.7 -3.1 -2.1 0.6 1.8 

場Thosewere estimated from the light condition 

Table 2 Bottm quallty in the seagrass bed. 

St. Sedimentary Median diameter Mud content Total sulfide COD Rεduction 
(mm) 

A Fine sand ・ Coarse sand 0.29 

B Fine sand 0.24 

E Fine sand ・ Pebble gravel 1.27 
子、 Fine sand ・ Coarse sand 0.36 

生殖株は各年とも 4月から 6月に見られ，その株数は

平均15株軽度（2001年6月は除く）で，〕本丈は99～132

cmで、あった。また， 2001年6月にはほとんどの生殖株

は給死， VIE尖した0

2000:'.f 4月から2001年6月におけるアマモ場の植生被

度目立水王子分布をFig.4に示した。

アマモ場の様生被度は， 2000年4月と 6月には50%以

上で，花穂が付いた生殖株が見られた。 8月になると大

半の楽部先端が枯死，流失し，植生被度は50%以下とな

ったひ 10月には越哀した栄養株に実生株が加わり，植生

被度は広い範簡で5～25%となり， 12月になると議場の

中心域では50～75%となった。

2001年2月には藻場の中心域で、総生被度は75%以上と

なり， 4月には藻場全体が75%以上となった。

アマモ場の面積は7ha(2000年10月）～12ha(2001年

4' 5月）で推移した。

2000年4月から20例年6月におけるアマモ場の中央部

に設けた側線（A定点とB定点を給んだ側線）における

アマその鉛i貰断面分布をFig.5に示した。

アマモは， 2000年4月， 6月にはJi!g浮10～300m,D.L. 

十0.3～－L2mにあり，分布の中心は艶岸50～150m,D. 

L.土Om付近であった。 8月になると距岸50～300m.D. 

L. + 0.1～－l.2mとなり，植生被度の抵下とともに，

潟部でのアマモは見られなくなっ 10月には距岸20

～260m, D.L.十0.3～－ l.2mで実生株が見られた。 12月

には，実生株と栄養株の生長により，アマモは沖合へと

広がっ

2001年2月のアマモは，距岸20～320m,D.L.十0.5～

-l.4mとさらに沖合へと広が札距岸50～200rn,D.L. 

士O～－0.8mが分布の中心となった。 4月には干潟部へ

広がり， 5月は距岸：10～330m,D.L.十0.4～…l.6mとな

り調まま期間中の最大1隔を示した。 6月になるとアマモは

（%） (mg/ g d/w.) (mg/g d/w.) period 

1.1 0.04 3.6 Jun.～Oct. 

0.8 0.08 3.2 Aug. 

10.5 0.04 4.6 Total period 

4.3 0.13 3.4 Jun～Feb. 

30 
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Fig. 6 Seasonal change of temperature (thick line) 
and salinity (thin line) at -3.5m depth. 

干潟部から分布域を狭めた。

3) アマモ場の讃境

(1）水温・塩分

藷郡沖 1号ブイにおける2000年4月から2001年6月ま

での水温と塩分の経時変化をFig.6に示した。

年間の水温変動は， 5.1～29.2℃の範闘にあり，月平均

7}(7lifLは1月から 2月で6℃それ 8月には28.4℃をさミしたひ

年間の塩分変動は， 27.1～32.7psuの範閣にあり，月

平均塩分は 9月から12月に29psu台で、推移し， 1月から

8月には30psu以上を示し，台風時の降雨により，地分

は27psuにまで抵下した。

(2）水中光量

2000年4月から2001年6月までの藻場沖側縁辺部（定

点A）における水中光量の日議第光量子来密度と消散係

数をTable1に示した。

アマモ場の群落寵上（D.L.-0.5m）に達する日積算水i二十1

光量子束密度は3.4～18.7mol/m2/dayで、あり，その年平

均値は8.9mol/m2/dayとなった。アマモ場分布域の海底

面付近（D.L.-l.Om）に達する日積算光量子東密度は1.8

～11.9mol/m2/dayであり，その年平均値は6.lmol/m'/

dayとなった。
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10丹の間に枯死，流失する。 10月中旬になると種子から

発芽した実生株が高密度で見られ9 それらが2月ごろか

ら再び生長し始め， 4月には花校が見られた。このよう

に三谷町地先のアマモ場は，その多くがI年生のアマモ

で構成されていた。

アマモの生育には，水温，水中光量，底紫および地盤

の安定等が重要な要呂と指捕されている九

これらの要閣のうち，水温については，アマその実生

株は，氷識が28℃になると 1カ月で31弘枯死するヘま

た，ノj(j昆の季節変化を再現した水携で、アマモを栽培した

実験では，最高水j誌が29℃以上になると枯死する株が優

位に増大することから，アマモの生育上限水温の目安と

しては， 28℃以下であるとされている

一方， 2000年4月から2001年6月までの関，蒲郡沖 l

号ブイの水j誌が28℃以上を示した日数は29日関であっ

このことは l号ブイよりも浅所にあり，護岸と離岸堤に

遮られたアマモ場は，さらに高水温になったことが予想

され，このことがアマその多くを枯死させる大きな嬰出

になったと考えられた。

実際に測定したこの藻場の群落底上に達する年平均の

日積算光量子A束襟度は8.9mol/m2I day，海底面付近でも

6.lmol/m2/ dayを示し，三谷町地先のアマモ場は水中光

量から見ると平常時にはその条件ぬ＇1持たされていた。ま
た，海底面付近で、3mol/m2/dayとなる水深はD.L.-l.8m 

となり（Table1），三谷町地先のアマモ場は， D.L.+0.5 

l.6mの範囲にあることとほぼ一致した。

アマモの種子の発芽は嫌気状態下で行われることが知

られている引が，種子の発芽時期に実生株が見られたD.

L. +0.3～－l.2m付近の海水が嫌気状態になることはま

れであり，一般には，種子が海底の砂泥中に燦没するこ

とが発芳三の条件になると推定される。

種子は警周辺成震の移動形態が掃流移動から浮選移動

への選移状況下において様子が海底面下に埋没しやすく

なることが確認されているヘ

，三谷町のアマモ場は，沖合を防波堤により関ま

れており（Fig.I），波浪や流れの影響は小さく，その

浴中の泊散係数（D.L.-0.5mと

0.5～l.8m-1の範関マあっ

アマよそ場造成に適した水深の下限域は海底部付近で

3mo!/m2/day以上の年王子均水中光量が必要と推定されて

おりへ各月の水中光量：と消散係数から推定したアマモ

限水深は， D.L.-0β～－4.2mの範囲にあり，

年間の平均値はD.L.-l.8mであっ

(3) 産主

藻場内（定点A,

をTable2に示し

アマモ場内は締砂からなり，合i足率（シルト・粘上分）

は1.0%程度を示し，そのrp央粒授は0.29mmと0.24mm

で，分級事の高い成震であった。全硫化物は0.04mg/g

乾i疋と 0.08mg/g乾泥を， CODは3.6mg/g乾泥と3.2mg/g

しアマモ場内の沖｛員lj（定点A）では6月から

10月に海底面から30cmの深ざまで黒色で還元状態にあ

1.0mとの鰐）は，

の底質
、、も
2
F’
PA 

と藻場外（定点E,B
 

ぴ）

て〉

議場外の底紫i主総i砂に組砂、やI十I礁がj昆じり，合流率は

4%以｝：を占め，その中央粒筏は1.27mmと0.36mmで

あった。全硫化物は0.04mg/g乾泥と 0.13mg/g乾泥を，

COD は4.6mg/g乾泥と 3.4mg/g乾泥を示し，！謂年，海

底面から30cmの深さまで黒訟で還元状態にあっ

( 4) ti~歩踏変動

2000:if: 4月から2001if.3月までの議場岸側縁辺部（定

B）での24時間移動王子；均の砂崩変動をFig.7に示した。

二三谷町地先のアマよそ場の長期的な砂i謡の変動は6月中

旬から 9月中旬には堆積額向を示し，その後， 11月中匂

までは緩やかに浸食傾向となった。 11月下旬から 2月中

旬に符び、堆積傾向に転じた後は3月下旬までほとんど変

動は見られず，その間の砂面変動は0.5～l.5cm程度で

あった。

～J 谷ITTJ地先のアマモは． 2月から 6月にかけて主主丈を

伸長させ， 4月には花枝が形成された。 5月から 6月に

は成熟した種子が見られた。栄養株や生殖株は7月から

察4. 
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場所に落下した種子‘は，そのままでは底質に埋没するこ

とはないが，三谷町地先のアマモ場内の！表質表層部は，

6月から10月にかけて還元状態になるため，発芽条件を

満たしたものと考えられた。

すなわち，穂子（長控0.382cm，短筏0.179cm，比重

1.262）の沈降速度および、摩擦抵抗は毘辺底資よりも大

きいこと引と考え合わせると，三谷町:it!!.先のアマモ場で

は，種子がその場に落下して，底質の還元状態下で越夏

L，秋季に底質が酸化状態に戻ることによってー発~し

たものと考えられる。

三宅手町:it!!.先のアマモ場は，冬季嵐j誌の卓越する10月か

ら2月に穂子から発芽した実生株が数多く観察される。

実生株は根来の深さが海底表面下－2cm程震にあり，地

下部の未発速な実生株は波議等による影響を強く受ける

ことになるが，このi築場が護岸や離岸堤により冬季）酎良

から遮蔽されていることにより，砂面変動が小さく抑え

られ，実生株の！主残率をi認め，若手季の濃密な藻場を形成

させることになるο

5. をまとめ

てゴ谷町地光のアマよその多くは， 2月から 8月にかけて

草丈を伸長させ， 4月には花枝が形成され， 5月から 8

月には成熟した種子が見られる。 7月から10月には栄養‘

株を含めた地 l:部のほとんどが枯死・流失して‘その現

を減少させる。 10月中旬には高密震の実生株が見ら

れ，それらが2月ごろから再び従長し始める。これらの

ことから，当該地先のアマモの多くは 1年生アマモであ

った。その分布範部はD.L.+0.5～－ I.6mであった。海

1ま面付近の！こi穣算光景子東宮度は6.lmol／ぱ叶ayを示し，

推定されたアマニその生育下限水深は水深D.L.-1.Smで

あった。

とi坊波堤に遮られた閉鎖的な環境にあるアマモ場

の減少は，夏季の高水温が大きな要国であった。アマモ

域内の底質表！語部が6月から10丹にかけて還元状態とな

ったことは，アマモに発芽条件を与えることになったと

考えられた。
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実生株は根来の深さが海底表面ド 2cm程度にあるこ

とから．その株を多く着生させるためには冬季風浪を遮

蔽し，妙、街変動を2cm軽震に抑えることが重要である。
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